
個 別 注 記 表
重要な会計方針に係る事項に関する注記
１．有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券 市場価格のない株式等以外のもの……時価法
（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）
市場価格のない株式等……移動平均法による原価法

２．棚卸資産の評価基準及び評価方法
製品及び仕掛品 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により

算定）
原 材 料 移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法に

より算定）
貯 蔵 品 最終仕入原価法

３．固定資産の減価償却の方法
有形固定資産
（リース資産を除く）

………定率法
ただし、1998年４月１日以降に取得した建物(附属設備を除く)並びに2016年４月１
日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法
主な耐用年数は以下のとおり
建 物 ８～50年
構 築 物 ７～50年
機械及び装置 10年
車両運搬具 ４～５年
工具、器具及び備品 ２～15年

無形固定資産
（ソフトウエア）

………利用可能期間（５年）に基づく定額法

リ ー ス 資 産………所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

４．引当金の計上基準
貸倒引当金
売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債
権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。
賞与引当金
従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。
退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上しておりま
す。
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①退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法について
は、期間定額基準によっております。
②数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）による定額法に
より費用処理しております。
数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５
年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。
役員退職慰労引当金
役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金内規に基づく期末要支給額を計上しておりま
す。
なお、2009年６月25日開催の第42期定時株主総会終結の時をもって、役員退職慰労金制度を廃止し、
当該総会終結時に在任する取締役及び監査役に対し、制度廃止までの在任期間に対応する役員退職慰労金
を打ち切り支給することといたしました。これに伴い、当該総会終結時以降については新たな引当金の繰
入はありません。
役員株式給付引当金
役員株式給付規定に基づく役員への当社株式の給付に備えるため、当事業年度末における株式給付債務
の見込額に基づき計上しております。

５．収益及び費用の計上基準
当社は、日本国内において、間仕切製品の製造、販売及び施工並びにこれらの付帯業務を行っておりま
す。顧客との契約から生じる収益に関する主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収
益を認識する通常の時点）は以下のとおりとなります。
①工事契約
工事契約については、一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、履行義務の充足に係る進捗度
に基づき収益を認識しております。進捗度の測定は、各報告期間の期末日までに発生した工事原価が、予想
される工事原価の合計に占める割合に基づいて行っております。
②施工を伴わない製品の販売
施工を伴わない製品の国内の販売については、顧客に製品を出荷した時点で収益を認識しております。
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会計上の見積りに関する注記
工事契約における収益の認識
・計算書類に計上した金額
当事業年度における売上高37,772百万円のうち、当事業年度末における未成工事案件に係る売上高
4,504百万円
・会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報
(1)当事業年度の計算書類に計上した金額の算出方法
工事契約については、一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、履行義務の充足に係る進捗
度に基づき収益を認識しております。
(2)当事業年度の計算書類に計上した金額の算出に用いた主要な仮定
工事の進捗度の測定は、各報告期間の期末日までに発生した工事原価が、予想される工事原価の合計に
占める割合に基づいて行っております。
(3)翌事業年度の計算書類に与える影響
顧客との契約から受け取る対価の総額、予想される工事原価の合計及び決算日における進捗度は、当社
の過去の実績や事業環境等を踏まえその時点で合理的と判断した情報に従って見積っております。しか
し、見積り後に原材料等の価格や施工条件、気象条件等の様々なリスク等の顕在化や予測不能な前提条件
の変化などが生じた際には、見積り及び仮定に影響を与える恐れがあります。したがって、これらの見積
り及び仮定に基づく数値は、一定の不確実性を伴うため、実際の結果と異なる場合があり、当社の翌事業
年度の計算書類に影響を与える可能性があります。
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追加情報
株式給付信託（BBT）
当社は、取締役（監査等委員である取締役を含み、社外取締役を除きます。）及び執行役員（以下、「取締役
等」といいます。）の報酬と、当社の業績及び株式価値との連動性をより明確にし、中長期的な業績の向上と
企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的として、取締役等に対する株式報酬制度「株式給付信託
（BBT（＝Board Benefit Trust））」を導入しております。
(1) 取引の概要
本制度は、当社取締役会が定める「役員株式給付規定」に従って、当社の取締役等に対して、その役位や
業績達成度等に応じて付与されるポイントに基づき、当社株式を給付する仕組みであります。なお、取締役
等が当社株式の給付を受ける時期は、原則として取締役等の退任時としております。
取締役等に対し給付する株式については、予め信託設定した金銭により将来分も含め取得し、信託財産と
して分別管理するものとしております。
本制度に関する会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務
上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成27年３月26日）に準じて、総額法を適用しております。
(2) 信託に残存する自社の株式
信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随する費用の金額を除く。）により、純資産の部
に自己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、当事業年度287百万円及び
178,500株であります。

貸借対照表に関する注記
棚卸資産の内訳
製品 66百万円
仕掛品 296百万円
原材料及び貯蔵品 660百万円
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株主資本等変動計算書に関する注記
１．発行済株式の種類及び総数に関する事項

株式の種類 当事業年度期首株式数（株） 増加株式数（株） 減少株式数（株） 当事業年度末株式数（株）

発行済株式 普通株式 10,903,240 － － 10,903,240

２．自己株式の種類及び株式数に関する事項
株式の種類 当事業年度期首株式数（株） 増加株式数（株） 減少株式数（株） 当事業年度末株式数（株）

自己株式 普通株式 1,623,889 － 8,200 1,615,689

(注) １ 普通株式の自己株式数の当事業年度末株式数には、「株式給付信託(BBT)」に係る信託財産として、
株式会社日本カストディ銀行(信託Ｅ口)が保有する当社株式178,500株を含めております。

２ 普通株式の自己株式の減少8,200株は、「株式給付信託(BBT)」からの給付による減少であります。

３．配当に関する事項
（1）配当金支払額
決 議 株式の種類 配当金の総額

（百万円）
１株当たり
配当額(円) 基準日 効力発生日

2022年６月23日
定時株主総会 普通株式 425 45.00 2022年３月31日 2022年６月24日

2022年10月27日
取締役会 普通株式 378 40.00 2022年９月30日 2022年11月25日

計 804

(注) １ 2022年６月23日定時株主総会決議に基づく配当金の総額には、「株式給付信託(BBT)」に係る信託
財産として、株式会社日本カストディ銀行(信託Ｅ口)が保有する当社株式に対する配当金８百万円が
含まれております。

２ 2022年10月27日取締役会決議に基づく配当金の総額には、「株式給付信託(BBT)」に係る信託財産
として、株式会社日本カストディ銀行(信託Ｅ口)が保有する当社株式に対する配当金７百万円が含ま
れております。

（2）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの
決議予定 株式の種類 配当金の総額

（百万円） 配当の原資 １株当たり
配当額（円） 基準日 効力発生日

2023年６月22日
定時株主総会 普通株式 520 利益剰余金 55.00 2023年３月31日 2023年６月23日

(注) 2023年６月22日定時株主総会決議予定に基づく配当金の総額には、「株式給付信託(BBT)」に係る信託
財産として、株式会社日本カストディ銀行(信託Ｅ口)が保有する当社株式に対する配当金９百万円が含
まれております。
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税効果会計に関する注記
１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

（単位：百万円）
繰延税金資産
未 払 事 業 税 46
賞 与 引 当 金 381
未 払 法 定 福 利 費 53
退 職 給 付 引 当 金 552
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 26
役 員 株 式 給 付 引 当 金 63
減 損 損 失 102
そ の 他 32
繰 延 税 金 資 産 小 計 1,258
評 価 性 引 当 額 △168
繰 延 税 金 資 産 合 計 1,090

繰延税金負債
固 定 資 産 圧 縮 積 立 金 △109
その他有価証券評価差額金 △19
繰 延 税 金 負 債 合 計 △129
繰延税金資産の純額 960

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と
なった主要な項目別の内訳
法定実効税率 30.5％
（調整）
交際費等永久に損金に算入されない項目 0.7％
受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △0.0％
住民税均等割等 2.4％
試験研究費等の税額控除 △0.8％
評価性引当額の増減 0.8％
その他 △0.1％
税効果会計適用後の法人税等の負担率 33.5％
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金融商品に関する注記
１．金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取組方針

当社は、資金運用については短期的な預金等に限定し、また、資金調達については内部留保資金によ
る方針であります。

（2）金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
営業債権である受取手形、売掛金及び電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒されております。当該
リスクに関しては、当社の債権管理規定に従い、取引先ごとの期日管理及び残高管理を実施し、財務状
況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。また、各取引先の信用状況を定期的
に把握する体制としており、取引開始時における与信調査、与信枠の定期的な見直しを実施しておりま
す。
投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式であります。株式は、市場価格の変動リスク
及び発行体（主として取引先企業）の信用リスクに晒されておりますが、定期的に時価や発行会社の財
政状態等を把握することとしており、担当役員より代表取締役社長に報告されております。
営業債務である買掛金及び未払金、また未払法人税等は、その全てが１年以内の支払期日であり、流
動性リスクに晒されております。当社は、経営計画及び各部門からの報告に基づき、経理部が適時に資
金繰計画を作成・更新するとともに、手許流動性を一定水準に維持することなどにより当該リスクを管
理しております。

（3）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価
額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等
を採用することにより、当該価額が変動することがあります。
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２．金融商品の時価等に関する事項
貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

貸借対照表計上額
(百万円)

時価
(百万円)

差額
(百万円)

投資有価証券

その他有価証券 286 286 ―

資産計 286 286 ―

(*1) 「現金及び預金」「受取手形」「売掛金」「電子記録債権」「買掛金」「未払金」「未払法人税等」について
は、現金であること、及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記
載を省略しております。

(*2) 市場価格のない株式等は、「投資有価証券」には含まれておりません。当該金融商品の貸借対照表計上額
は以下のとおりであります。

区分 当事業年度(百万円)

非上場株式 120

（注) 金銭債権及び満期がある有価証券の決算日後の償還予定額

１年以内(百万円)

現金及び預金 15,566

受取手形 1,731

売掛金 5,559

電子記録債権 2,929

合 計 25,786
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３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベル
に分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時

価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算

定に係るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ
れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

時価で貸借対照表に計上している金融商品

区分
時価(百万円)

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券

その他有価証券

株式 286 ― ― 286

資産計 286 ― ― 286

(注) 時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
投資有価証券
上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価を
レベル１の時価に分類しております。

退職給付会計に関する注記
１．採用している退職給付制度の概要

当社は、確定給付型の制度として退職一時金制度、確定拠出型の制度として企業型確定拠出年金制度を設
けております。
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２．確定給付制度
（1）退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表

（単位：百万円）
退職給付債務の期首残高 1,770
勤務費用 118
数理計算上の差異の発生額 △161
退職給付の支払額 △27
退職給付債務の期末残高 1,699

（2）年金資産の期首残高と期末残高の調整表
該当事項はありません。

（3）退職給付債務及び年金資産の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調整表
（単位：百万円）

非積立型制度の退職給付債務 1,699
年金資産 －
未積立退職給付債務 1,699
未認識数理計算上の差異 111
退職給付引当金 1,810

（4）退職給付費用及びその内訳項目の金額
（単位：百万円）

勤務費用 118
数理計算上の差異の費用処理額 39
確定給付制度に係る退職給付費用 158

（5）数理計算上の計算基礎に関する事項
当事業年度末における主要な数理計算上の計算基礎（加重平均で表しております。）

（単位：％）
割引率 0.9

３．確定拠出制度
当社の確定拠出制度への要拠出額は409百万円であります。

－10－



収益認識に関する注記
１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

品目別に分解した売上高は以下のとおりであります。
(単位：百万円)

品目 売上高

可動間仕切 15,654

固定間仕切 7,958

トイレブース 7,014

移動間仕切 5,395

ロー間仕切 586

その他 1,163

合計 37,772

２．収益を理解するための基礎となる情報
当社は、日本国内において、間仕切製品の製造、販売及び施工並びにこれらの付帯業務を行っております。
(1) 工事契約
工事契約の履行義務の充足時点については、顧客との契約における義務を当社が履行することにより、資
産の価値が増加し顧客が当該資産を支配すると判断できるため、一定の期間にわたり履行義務が充足される
と判断し、履行義務の充足に係る進捗度に基づき収益を認識しております。義務の履行に伴い発生するコス
トが、顧客に支配が移転する財又はサービスの影響を反映すると考えられるため、進捗度の測定は、各報告
期間の期末日までに発生した工事原価が、予想される工事原価の合計に占める割合に基づいて行っておりま
す。
取引の対価に変動対価は含まれておりません。
工事契約の一部では顧客に支払われる対価が生じる場合があり、顧客から受領する別個の財又はサービス
と交換に支払われるものである場合を除き、取引価格から減額しております。
取引の対価は、契約条件に従い、概ね履行義務の進捗に応じて段階的に受領しており、当該顧客との契約
に基づく債権について、重要な金融要素の調整は行っておりません。
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(2) 施工を伴わない製品の販売
施工を伴わない製品の販売の履行義務の充足時点については、製品の法的所有権、物理的占有、製品の所
有に伴う重大なリスク及び経済価値が顧客に移転し、顧客から取引対価の支払を受ける権利を得ている時点
と判断されますが、出荷時から製品の支配が国内の顧客に移転する時までの期間が通常の期間であると判断
できることから、製品を出荷した時点で収益を認識しております。
取引の対価に変動対価は含まれておりません。
履行義務を充足してから対価を受領するまでの期間が通常は６か月以内であるため、当該顧客との契約に
基づく債権について、重要な金融要素の調整は行っておりません。

３．当事業年度及び翌事業年度以降の収益の金額を理解するための情報
(1) 契約資産及び契約負債の残高等

(単位：百万円)

当事業年度

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 8,896

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 10,220

契約資産（期首残高） 2,220

契約資産（期末残高） 2,962

契約負債（期首残高） 88

契約負債（期末残高） 121

契約資産は、顧客との工事契約について履行義務の充足に係る進捗度に基づき認識した収益額のうち未回収
の対価に対する当社の権利に関するものであります。契約資産は、対価に対する当社の権利が無条件になった
時点で顧客との契約から生じた債権に振替えられます。当該工事契約に関する対価は、契約条件に従い、概ね
履行義務の進捗に応じて段階的に受領しております。
契約負債は、顧客との工事契約について収益の認識額を上回って顧客から受領した前受金に関するものであ
ります。契約負債は、収益の認識に伴い取り崩されます。
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(2) 残存履行義務に配分した取引価格
工事契約に係る残存履行義務に配分した取引価格の総額は16,546百万円であります。当社は、当該残存
履行義務について、履行義務の充足に係る進捗度に基づき期末日後１年以内に約80％、残り約20％がその
後５年以内に収益として認識されると見込んでおります。
施工を伴わない製品の販売については、当初に予想される契約期間が１年以内の契約に該当するため、実
務上の便法を適用し注記の対象に含めておりません。

１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 3,900円42銭
１株当たり当期純利益 175円28銭

－13－


